
　

Ｂ
Ｍ
Ｅ
（
八
王
子
市
松

木
、大
野
匠
社
長
、
電
話

０
４
２
・
６
７
４
・
０
８
３
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
・
６
７
４
・

０
８
３
５
）は
、創
業
以
来

30
年
に
わ
た
り
、お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応
え
る
こ

と
を
第
一
に
、高
周
波
応
用

技
術
の
豊
富
な
実
績
と
各

種
サ
ン
プ
ル
テ
ス
ト
体
制

を
整
え
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、主
に
高
周
波

誘
導
加
熱
装
置
と
加
熱
コ

イ
ル
の
設
計
、製
作
お
よ
び

周
辺
機
器
の
製
造
、販
売
を

行
っ
て
い
る
。中
で
も
、同

社
が
製
造
す
る
高
周
波
加

熱
装
置（
高
周
波
発
振
器
）

に
は
定
評
が
あ
る
。焼
結
の
ほ
か
、焼
入

れ
、焼
戻
し
、焼
鈍
し
、焼
嵌
め
、金
属
溶

解
、ロ
ウ
付
け
、半
田
付
け
、脱
脂
、塗
装

乾
燥
、食
器
容
器
の
シ
ー
ル（
封
し
）な

ど
各
種
揃
い
、食
品
産
業
や
化
学
工
業

分
野
を
は
じ
め
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
高
周
波
発
振
器
を
、お
客
様
の

用
途
や
作
業
性
を
活
か
す
た
め
に
１
Ｋ

Ｗ
～
30
Ｋ
Ｗ
ま
で
シ
リ
ー
ズ
化
し
、同

社
独
自
の
技
術
に
よ
っ
て
小
型
・
軽
量

化
を
実
現
し
た
。既
存
設
備
へ
の
設
置

が
容
易
に
な
っ
た
点
や
発
振
器
冷
却

部
の
簡
素

化
を
図
り

漏
水
事
故

を
解
消
、

発
振
器
運

転
遠
隔
操

作
の
標
準

仕
様
な
ど
で
よ
り
利
便
性
を
高
め
て
い

る
。同
社
の
製
品
は
被
加
熱
物
に
効
率

よ
く
投
入
さ
せ
る
方
式
を
採
用
し
て
環

境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
被
加
熱
物

自
体
が
発
熱
し
、ま
た
、電
流
の
周
波
数

や
加
熱
コ
イ
ル
を
正
確
に
選
択
す
る
こ

と
で
急
速
な
加
熱
が
可
能
と
な
る
。さ

ら
に
、瞬
間
・
局
部
・
均
一
加
熱
、表
面

の
み
の
加
熱
に
も
対
応
し
、金
属
を
使

用
す
る
す
べ
て
の
産
業
用
加
熱
に
使
用

で
き
る
。同
社
は
、自
動
車
部
品
の
製
造

ラ
イ
ン
用
と
し
て
多
数
の
海
外
輸
出
実

績
を
有
し
て
い
る
。

　

大
野
社
長
は「
こ
れ
か
ら
も
多
様
な

分
野
で
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
製
品

の
製
造
を
め
ざ
し
て
い
く
」と
熱
く
語

る
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

（http 

：         //w
w

w
.k4.dion.ne.jp

/~bm
e/

top.htm

）

容器シール装置 高周波加熱装置

金
属
の
加
熱
加
工
に
独
自
の
技
術
力

お
客
様
の
用
途
、作
業
性
を
考
慮
し
た

「
高
周
波
加
熱
応
用
装
置
」
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